
2025年7月1日～2025年12月31日

第52期中間事業報告書

証券コード：9942

経 営 理 念

ジョイフル 店員の誓い

私達は、チェーンレストラン事業を通じ、
顧客・株主・従業員・取引先・社会の、
精神的・物質的幸福を調和させ、
その安定的増進を実現します。

私達は、ジョイフルの旗のもと、
信頼される品質の店、低廉な価格の店、
どこにでもあって、いつでも開いている店、
気軽に快く過ごしていただける店として、
永続的・安定的に営業し、
皆様に愛される店となります。

発行可能株式総数

120,000,000株
発行済株式総数

31,931,900株
株主数

18,304名

事業年度 毎年７月１日から６月30日
定時株主総会 毎年11月
基準日 定時株主総会の議決権／毎年８月31日
 期末配当金／毎年８月31日
 中間配当金／毎年２月末（中間配当を実施する場合）
単元株式数 100株
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号　三井住友信託銀行株式会社
特別口座の 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号　三井住友信託銀行株式会社口座管理機関
郵便物送付先 〒168-0063東京都杉並区和泉二丁目８番４号
 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
（電話照会先） TEL 0120-782-031（フリーダイヤル）
 取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の本店および全国各
 支店で行っております。

創　　　業　1965年６月　　資 本 金　１億円
創　　　立　1976年５月　　主な事業内容　「ファミリーレストランジョイフル」のチェーン展開
社 名　株式会社ジョイフル
本 　 　 社　大分県大分市三川新町１丁目１番45号
福岡工場・配送センター　福岡県築上郡築上町日奈古186番１号
熊本工場・配送センター　熊本県菊池市袈裟尾字下大迫445番4号
愛 知 工 場　愛知県豊川市御津町佐脇浜三号地１番17号

株主メモ

株 式の状 況

会社概要 （ 2 0 2 5 年 1 2 月 3 1日現 在 ）

公告の方法 電子公告の方法により行います。但し、やむをえない事
由により電子公告をすることができない場合は、日本
経済新聞に掲載します。

公告掲載URL http://www.joyfull.co.jp/
上場取引所 福岡証券取引所

◎住所変更、単元未満株式の買取等のお申し出先について
株主様の口座がある証券会社にお申し出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、
特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行㈱にお申し出ください。

◎株主総会資料の電子提供制度(書面交付請求)についてのお問い合わせ
お取引の証券会社または三井住友信託銀行㈱へお問い合わせ願います。
専用コールセンター　0120-533-600　受付時間：9:00 ～ 17:00
　　　　　　　　　　　（土・日・祝日および12/31 ～ 1/3を除く）

（連結子会社）　
株式会社ジョイフル北日本/株式会社ジョイフル東海/株式会社ジョイ
フル関西/株式会社ジョイフル中国/株式会社ジョイフル四国/株式
会社ジョイフル北九州/株式会社ジョイフル中九州/株式会社ジョイフル
東九州/株式会社ジョイフル西九州/株式会社ジョイフル南九州/
株式会社フレンドリー/台灣珍有福餐飲股份有限公司/株式会社ジョ
イフルサービス/株式会社ジョイナス/株式会社ジョイフル商事

株式情報

2024年８月31日現在 2025年８月31日現在 2026年２月28日現在

株主数（名） 株式数（株） 株主数（名） 株式数（株） 株主数（名） 株式数（株）

証券会社 9 2,405 9 5,235 10 4,300

外国人 20 13,000 20 13,300 23 13,500

金融機関 3 421,914 2 343,014 2 343,314

その他国内法人 91 17,946,464 92 17,945,964 98 17,949,164

個人・その他 16,702 12,517,329 17,756 12,613,878 18,170 12,629,854

自己名義株式 1 1,030,788 1 1,010,509 1 991,768

合　計 16,826 31,931,900 17,880 31,931,900 18,304 31,931,900

※基準日時点の株主名簿に基づき記載しております。

株式の所有者別状況 株式の所有者別構成比率の推移
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グループ店舗一覧
（2025年12月31日現在）

669 店

11 店
東北エリア

［ジョイフル 11店］
宮 城 10（4）福 島 1

［ジョイフル 11店］
富 山 6（3） 石 川 5（1）

11 店
北陸エリア

［ジョイフル 83店］
鳥 取 4（3）
島 根 7（3）
岡 山 22（8）

広 島 15（6）
山 口 35（14）

83 店
中国エリア

［ジョイフル 328店］
福 岡 96（32）
佐 賀 22（11）
長 崎 22（21）
熊 本 45（20）

大 分 48（25）
宮 崎 36（8）
鹿児島 52（26）
沖 縄 7（7）

334 店
九州・沖縄エリア

埼 玉 11（1）
千 葉 7（1）
東 京 4（1）

［ジョイフル 40店］
茨 城 6（2）
栃 木 4（1）
群 馬 8（4）

41 店
関東エリア

※新業態店舗を含む

［ジョイフル 39店］
滋 賀 6（2）
京 都 3
大 阪 3

［フレンドリー 26店］
京 都 2
大 阪 17
兵 庫 2

奈 良 2
和歌山 3

兵 庫 15（5）
奈 良 5（1）
和歌山 7（1）

66 店
近畿エリア

［ジョイフル 57店］
岐 阜 11（3）
静 岡 12（5）

愛 知 28（9）
三 重 6

57 店
中部エリア

［ジョイフル 36店］
徳 島 5（1）
香 川 12（4）

愛 媛 17（13）
高 知 5（2）

39 店
四国エリア

うちFC店舗248店舗　※（　）内はFC店舗
※新業態・台湾含む

※新業態店舗を含む

27 店
台湾

※新業態店舗を含む

［喜楽や 3店］
大 分 3
［並木街珈琲 3店］
福 岡 1 大 分 2

［キッチンジロー 1店］
東 京 1

［キッチンジロー 1店］
大 阪 1

代表取締役社長

日頃より当社グループの事業活動にご理解とご支援を賜り、心から感
謝申し上げます。

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、個人消費において持ち
直しの動きがみられ、緩やかな回復傾向にありますが、エネルギー価格
や原材料価格の高騰、為替相場における円安の長期化、不安定な国際
情勢、米国の通商政策による影響など、先行きは依然として不透明な
状況が続いております。

外食業界においては、個人消費やインバウンド消費は増加傾向にあり
ますが、昨今の米の価格の高騰や、エネルギー価格、人件費、原材料
価格の上昇など、引き続き厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループは今後の中長期的な成長戦略
を実現するため、既存のイートイン事業はもちろんのこと、テイクアウト
やデリバリー販売、量販店や通販サイトを通じた販売の強化、社員独
立フランチャイズ店舗の拡大など子会社を含めたグループ全体のパ
フォーマンス向上に取り組んでまいりました。

商品施策では、既存商品のブラッシュアップを継続して提供品質の向
上を進めると同時に、試験販売を繰り返してお客様の消費動向を慎重
に分析した上で、グランドメニューの改定を１回、秋フェア「いろどり秋
味」、冬フェア「ぽかぽか冬の推しメシ」を行いました。

グランドメニューの改定では、カリッとジューシーなチキンと新鮮な野
菜が相性バツグンの「野菜たっぷりチキンの竜田揚げと釜揚げしらす
丼」、春の登場以来人気の「正統派そば」を使用した「牛肉と焼き葱
のみぞれつけそば」、お肉好きの方にはたまらない「ミートラヴァーに捧
ぐ！トリプルミートコンボ」「倍盛りジョイフル塩唐揚げ定食」、寒い季節
に嬉しい「鍋メニュー」の充実、丼メニューには「ご当地海鮮丼」、ほっ
こり甘～い「お芋デザート」など、食欲をそそり、食欲がとまらない新
メニューを多数揃えました。また、コストパフォーマンス抜群のランチで
は、日替りランチとグリルランチのライスを「カレーライス」にバージョ
ンアップできるようになりました。冬フェアでは、からだが温まる熱々お
鍋メニュー「博多もつ鍋定食（ちゃんぽん麺入り）」、深みある味わいを
楽しむ定食メニュー「広島県産かきフライ定食」、心が満たされる濃厚
なスイーツ「北海道産マスカルポーネチーズの芳醇ティラミスパフェ」
など、からだ温まるぽかぽかメニューと３種類の濃厚スイーツを揃えま
した。

さらに、７月には前期にご好評いただいたPEANUTSとのコラボレー

ションメニューを販売したほか、12月には人気アニメ「ONE PIECE」
とのコラボレーションを２回にわたり行い、「ルフィのドン!!と山盛り肉々
グリル＆麦わらオムライス」「チョッパーの桜舞うホットケーキプレート」
などの商品を販売しました。

営業施策では、重点的な取り組みとして、料理のクオリティー維持・
向上を目的に作業チェックシートを活用してひとつひとつの作業の徹底
を行い、良い品質で、見た目にもきれいで、鮮度の良い美味しい料理を
安定的に提供できるように努めてまいりました。

また、販売促進として、PEANUTSとのコラボレーション新TVCMや
ジョイフル宣伝部長の秋山竜次さん（ロバート）が出演し、秋冬の新グラ
ンドメニューを紹介する新TVCMを放映しました。さらに、９月には前
期ご好評いただいていた一般のお客様やマスコミを対象とした新商品試
食会＆福岡工場見学ツアーの体験イベントを開催し、世界にひとつだけ
のオリジナルパフェ作りや、製造・配送の様子を見ることができる工場
見学を行いました。11月には子育て世帯に向けた「キッズ半額キャン
ペーン」を実施しました。また、客席でお好きなタイミングで従業員を
介さずに会計ができるテーブル決済を一部フランチャイズ店舗を除く
ジョイフル全店に導入し、更なるお客様の利便性の向上を図っております。

当中間連結会計期間における店舗数は、グループ直営店８店舗の出
店により669店舗となりました。また、グループ直営からフランチャイズ
へ43店舗転換を行ったことにより、グループ直営421店舗、フランチャ
イズ248店舗となりました。

以上の取り組みを行った結果、当中間連結会計期間における経営成
績は、売上高は37,121百万円（前年同期比4.4％増）、営業利益は
2,929百万円（前年同期比15.8％増）、
経常利益は2,967百万円（前年同期比
16.7％増）、親会社株主に帰属する中間
純利益は1,874百万円（前年同期比
9.6％減）となりました。

なお経営指標としている「総資本経常
利益率」「売上高経常利益率」「労働生
産性」及び「株主資本当期純利益率」
の数値改善のため、より一層の経営努力
に努めてまいります。

株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、ここに第52期（2026年6月期）の中間事業報告書を作成いたしましたので、
ご高覧いただきますようよろしくお願い申し上げます。

会社情報・店舗情報株主の皆様へ
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尾田栄一郎／集英社・フジテレビ・東映アニメーションQRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

■AI時代におけるDXを推進し、顧客体験価値向上へ
■世界的に著名なアニメとのコラボメニューを展開
■新たなビジネスモデルとしてフードコート領域への挑戦

　全国のジョイフルの客席でお好き
なタイミングで従業員を介さずに会
計ができる、「テーブル決済」を
2025年10月21日（火）より開始い
たしました。
　2025年春に、全店導入が完了し
たQRコード決済や、公式アプリの機
能充実など、今後もデジタル施策を
積極的に活用し、顧客満足度の向上
に努めてまいります。

　世界的な人気を誇るＴＶアニメ
『ONE PIECE』とのコラボキャン
ペーンを、2025年12月２日（火）
より約40日間実施しました。
　全10品のコラボメニューをはじめ、
SNSプレゼント施策、また熊本市内
では、ラッピング電車を使用したプロ
モーションなどを行い話題や売上獲
得へ繋がりました。

　2025年12月中旬、セルフサービ
ス形式の「JOYFULL EXPRESS（ジョ
イフル エクスプレス）」を、商業施設
「アミュプラザおおいた（大分駅ビル
エリア）」３階のフードコートにオー
プンしました。
　売上も堅調に推移しており、新た
なビジネスモデルとして期待をしてい
ます。

員独立フランチャイズ制度の広がり
　ジョイフルでは勤務する社員の新たな働き方の一つとして、自身
が積み重ねた店舗経営ノウハウを活かして、希望地域で加盟店代表
者として独立することができる社員独立フランチャイズ制度を2022
年８月より開始いたしました。2025年12月31日現在で、156名
（204店舗）が加盟店代表者として独立・開業しております。
　社員独立フランチャイズ制度を実施することで、加盟店代表者か
らロイヤリティが支払われ、本部の安定的な経営が実現できるとと
もに、加盟店代表者は今までの店舗経営を活かしつつ、転勤のない
希望地域で開業することが可能となります。また、もともと営業し
ている店舗を使って開業を行うことで、精度の高い事業計画と本部
からの全面バックアップのもとに営業に注力することができます。
　今後約５年で当社店舗の約70％のフランチャイズ化を目指し、『店
舗・本部の収益アップ＝加盟店代表者の収入アップ』を達成すると
いう、新たな働き方の実現を進めてまいります。

社

フランチャイズシステムとは

　フランチャイズとは、フランチャイズに
加盟する人（加盟店代表者）がフランチャ
イズ本部（ジョイフル）から店舗・サー
ビス・商品などを使う権利を得て、店舗
の経営・運営を行うものです。

●加盟店代表者と本部がビジネスパート
ナーとして一体となり、共同で収益を
上げることで、双方に利益がある関係
を築きます。

●加盟店代表者は本部の全面バックアッ
プを受け、収益向上に専念できること
で収益の一部をロイヤリティとして本部
に支払っていただくビジネスモデルとな
ります。

■社員の働き方イメージ

新たな選択肢

店
　
　
　長

A　　M 子会社社長

本社勤務 本社部課長

加盟店代表者 複数店舗オーナー

2026年6月期　上期の主な取り組み

※商品イメージ写真（実際に店舗で提供される盛付けとは異なります）
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ＤＧｓへの取り組み－食の楽しさと感動を届けて笑顔あふれる未来へ

　取り組みの一つとして、フードバンク事業者「フードバンク東九州」様へ、従業員
が家庭から持ち寄った食材を寄付しています。寄付した食材は、必要とされている方
や福祉施設に無償で提供されます。
　その他に、働きやすい職場環境づくりを推進することで、モチベーションの向上、労
働生産性の向上、組織の活性化に繋がると考え、2020年から健康経営実施における目
標を定め、「健康増進、生活習慣病予防対策」「メンタルヘルス対策」などを進めた結果、
2021年３月より毎年「健康経営優良法人（大規模法人部門）」に認定されております。
　2018年に認定された「くるみん」は、子育てサポート企業としての実績が認められ、
毎年認定交付をされております。継続して実施しているプラスチック製ストローの提供
廃止、バイオマス材料を配合したテイクアウト用袋の導入などのサービスや事業活動を
通じて、今後も環境保全と社会の発展のため、取り組みを進めてまいります。
　また、ジョイフルでは、子ども食堂事業や子ども支援活動も継続して行っております。
　子ども達に提供される食事に対して食材の提供を行うことによりフードロスの削減に
努めるとともに、人と人との関わりが希薄になっている現在の社会において、未来を担
う子ども達に対して、地域の方 と々の共食の機会を提供することにより、豊かな人格
育成、新たな地域コミュニティの構築などに取り組んでいます。

Ｓ

＜ビジュアルメッセージ＞
　1976年、楽しいをいっぱい、の想いを名前に込めジョイフルは生まれ
ました。晴れの日も、雨の日も、雪の日も、風の日も。朝も、昼も、夕方も、
夜も、深夜も。「おなかがすいた」とせかす小さいお子さんを連れたご家
族、出勤前の朝のコーヒーを楽しむ人たち、散歩の途中でひと休みする
年配の方々、おしゃべりを楽しむ常連さん、真っ黒に日焼けした部活帰り
の高校生、付き合い始めのどこかぎこちない恋人たち、そして、大人に
なって、自分の子どもや親を連れてきてくれる、あの時の少年少女。ジョ
イフルでいいよ、ではなくジョイフルがいい。そう言っていただけるように、
これからもお客さまを想いながら、満足いただける料理や環境をつくり、
私たちの住む地域を街を、笑顔でいっぱいにしていきたい。いつもと同じ
場所に、いつもと同じハンバーグ。ジョイフルはおかげさまで創業50周
年を迎えます。今後ともどうぞ変わらずに、よろしくお願いいたします。
＜50周年ビジュアル第一弾＆メッセージに込めた想い＞
　夜の星空の下、暗闇に光るジョイフルの店舗。昔のネオン管ロゴが使
われている店舗をビジュアルにしました。50年前から、いつもと同じ場所
に存在しており、その地域の皆さまを変わらずに迎えている想いを込めて
います。

　2026年５月20日より様々な周年施策を行います。
　どうぞご期待ください。

〈国内〉　■JOYFULL EXPRESS　アミュプラザおおいた店
〈海外〉　■台湾ジョイフル　台中西屯店・台中文心店・小港漢民店・新店家樂福店
　　　　　　　　　　　　 台南大全聯店・南投埔里店　

新 店オープン

026年５月20日に創業50周年を迎えるにあたり
　　　　　　　　　　周年記念ロゴ＆メッセージを発表

2

ジョイフルのマテリアリティ

安心・安全の食を
提供

地域社会との
つながりと貢献

「環境に配慮した
事業活動と取り組み

多様性のある
働き方の推進

2026年6月期　下期の主な取り組み

※商品イメージ写真（実際に店舗で提供される盛付けとは異なります）
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連結財務諸表

■■■中間期　■■通期　（単位：百万円）7 8

（単位：百万円）

前連結会計年度
（2025年6月30日）

当中間連結会計期間
（2025年12月31日）

資産の部
　流動資産 6,175 7,637
　固定資産 25,443 26,258
　　有形固定資産 20,602 21,415
　　無形固定資産 392 473
　　投資その他の資産 4,448 4,369
資産合計 31,618 33,895
負債の部
　流動負債 10,891 11,974
　固定負債 8,324 7,657
負債合計 19,215 19,632
純資産の部
　株主資本 12,226 13,947
　　資本金 100 100
　　資本剰余金 4,229 4,229
　　利益剰余金 9,407 11,128
　　自己株式 △ 1,510 △ 1,510
　その他の包括利益累計額 85 204
純資産合計 12,403 14,263
負債純資産合計 31,618 33,895

（単位：百万円）

前中間連結会計期間
自 2024年  7月  1日
至 2024年12月31日

当中間連結会計期間
自 2025年  7月  1日
至 2025年12月31日

営業活動による
キャッシュ・フロー 2,609 3,695

投資活動による
キャッシュ・フロー △ 1,937 △ 2,369

財務活動による
キャッシュ・フロー △ 1,465 △ 605

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少） △ 807 742

現金及び現金同等物の
期首残高 3,476 1,779

現金及び現金同等物の
中間期末残高 2,668 2,521

（単位：百万円）

前中間連結会計期間
自 2024年  7月  1日
至 2024年12月31日

当中間連結会計期間
自 2025年  7月  1日
至 2025年12月31日

売上高 35,557 37,121
売上原価 12,658 15,003
売上総利益 22,899 22,117
販売費及び一般管理費 20,369 19,188
営業利益 2,530 2,929
営業外収益合計 124 134
営業外費用合計 112 95
経常利益 2,542 2,967
特別利益 － －
特別損失 13 7
法人税等 440 1,069
中間純利益 2,087 1,890
親会社株主に帰属する中間純利益 2,075 1,874

※金額は百万円未満を切捨表示しております。

連結貸借対照表（要旨） 連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

連結損益計算書（要旨）

Point Point

Point

Point

Point

Point

資産の部
当中間連結会計期間末の総資
産33,895百 万 円となり、 前
連結会計年度末に比べ2,276
百万円の増加となりました。
これは主に、土地の増加1,005
百万円、現金及び預金の増加
742百 万 円、 売 掛 金 の 増 加
461百万円、原材料及び貯蔵
品の増加332百万円、流動資
産その他の減少152百万円、工
具、器具及び備品の減少110
百万円によるものであります。

営業活動による
キャッシュ・フロー
営業活動によるキャッシュ・フ
ローは前期比1,086百万円増加
して3,695百万円となりました。
営業活動によるキャッシュ・フ
ローの主な内訳は、税金等調
整前中間純利益2,960百万円、
減価償却費932百万円、仕入
債務の増減額671百万円、未
払又は未収消費税等の増減額
481百万円、棚卸資産の増減
額△410百万円、未払費用の
増減額△326百万円であります。

純資産の部
当中間連結会計期間末の純資産
合計は14,263百万円となり、
前連結会計年度末に比べ1,859
百万円の増加となりました。
これは主に、利益剰余金の増加
1,720百万円によるものでありま
す。

財務活動による
キャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フ
ローは前期比860百万円増加し
て△605百万円となりました。
財務活動によるキャッシュ・フ
ローの主な内訳は、長期借入
金の返済による支出△808百万
円、 短 期 借 入 金の純 増 減 額
430百万円であります。

負債の部
当中間連結会計期間末の負債合
計は19,632百万円となり、前連
結会計年度末に比べ416百万円
の増加となりました。
これは主に、未払法人税等の増
加807百万円、流動負債その他
の減少713百万円、買掛金の増
加671百万円、長期借入金の減
少630百万円、短期借入金の増
加430百万円、未払消費税等の
増加375百万円、未払費用の減
少326百万円によるものでありま
す。

投資活動による
キャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フ
ローは前期比431百万円減少し
て△2,369百万円となりました。
投資活動によるキャッシュ・フ
ローの主な内訳は、有形及び無
形固定資産の取得による支出
△2,388百万円であります。

2025年12月
（第52期中間）

2025年６月
（第51期）

2024年６月
（第50期）

33,89531,61830,422

総資産

2025年12月
（第52期中間）

2025年６月
（第51期）

2024年６月
（第50期）

37,121

69,55165,957

33,926 35,557

売上高

10,427
12,403

2025年12月
（第52期中間）

2025年６月
（第51期）

2024年６月
（第50期）

14,263純資産

2,542
3,216 2,967

2,211

3,910

2025年12月
（第52期中間）

2025年６月
（第51期）

2024年６月
（第50期）

経常利益

自己資本比率 （単位：％）

34.0
38.9

2025年12月
（第52期中間）

2025年６月
（第51期）

2024年６月
（第50期）

41.8

2,299
1,8742,0752,081

3,319

2025年12月
（第52期中間）

2025年６月
（第51期）

2024年６月
（第50期）

親会社株主に帰属する純利益


